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岐阜県の教育 
令和７年度 岐阜県教育委員会の基本方針 

目指す人物像 

～ 「ふるさとに岐阜」で育んだ自信と誇りを胸に、 

 

よりよい未来の実現に挑み続ける人 ～ 

１ 「豊かな人間性」の育成 

２ 「未来を創る確かな学力と実践力」の育成 

３ 「健やかな体」の育成 

４ 「学びの多様なニーズに応える環境」の充実 
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第１部 総  則 

 

１ 「岐阜県教育」の展望 

子どもたちは、一人一人がこれからの社会を創っていく大切な担い手であり、その礎は、

家庭や地域、学校などの場で育まれていきます。一方で、社会は今、人口減少・少子高齢化、

国際情勢の不安定化や気候変動など、様々な課題を抱えています。また、絶え間ない技術革

新等によりめまぐるしく変化を続けており、将来の予測は一層難しい状況にあります。 

予測困難な明日を切り拓くには、子どもたちが、主体的に、深く学び考えたり、何かに熱

中して取り組んだりする中で、失敗を恐れず挑戦を続けていくこと、そして、その経験の積

み重ねにより、自らの成長が実感でき、更に新たな可能性を拓いていくことが大切です。ま

た、「ふるさと岐阜」の豊かな自然・歴史・文化などの中で、身近な人々の生き方や考え方

に触れたり、支えを受けたりする経験は、「ふるさと岐阜」のよさを感じ取り、誇りを持つ

ことにつながるとともに、協働して活躍するための自信を裏付ける原体験となるはずです。 

こうした経験を通じ、子どもたち一人一人に、自分のよさや可能性を認識するとともに、

自分とは異なる他者を価値ある存在として受け入れていくという多様性を尊ぶ心や姿勢が育

まれ、将来、「ふるさと岐阜」で、日本で、世界で、広く柔軟な考え方や視野を持ち、とも

によりよい未来を実現し、発展させてくれる人となるものと願っています。 

そこで、県では、子どもたち一人一人が、「ふるさと岐阜」での学びや豊かな経験、体験

を通して自らの自信や誇りにつなげられるよう、誰一人取り残さない、きめ細かな教育を

「オール岐阜」で推進し、「主体的に学び、考え、行動する力」、「人と人とがつながり、

お互いが認め合い支え合う力」、「自己の生き方や社会のあり方を探究し続け、よりよい未

来を築いていく力」を発揮できる、「『ふるさと岐阜』で育んだ自信と誇りを胸に、よりよ

い未来の実現に挑み続ける人」を育成していきます。 
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令和７年度 岐阜県教育委員会の基本方針 

目指す人間像 ～「ふるさと岐阜」で育んだ自信と誇りを胸に、 

よりよい未来の実現に挑み続ける人～ 

令和７年度重点施策 

１ 多様な人とつながり、関わる力の向上と心の教育の充実 

２ 「ふるさと岐阜」での活動を通して学ぶふるさと教育の推進 

３ 将来を見据えた魅力ある学校づくりの推進 

 

第４次岐阜県教育振興基本計画に基づき推進する施策 

＜１ 「豊かな人間性」の育成＞ 

◆多様な人とつながり、関わる力の向上と心の教育の充実 重点 

・学びを通した人と関わる力や自己肯定感の育成 

・文化芸術に触れ、豊かな心を育む機会の創出 

◆いじめの未然防止と不登校の早期対応の徹底 

・校内教育支援センターの設置推進と支援員の配置支援  

・県教育支援センター（Ｇ－プレイス）における支援強化  

◆「ふるさと岐阜」での活動を通して学ぶふるさと教育の推進 重点 

・県文化施設での芸術鑑賞や本県の魅力に触れて学ぶ体験学習の充実 

・地域等と連携した探究的な学びの推進 

＜２ 「未来を創る確かな学力と実践力」の育成＞ 

◆未来を創る基礎となり、社会で活きる学力の育成 

・確かな学力を育成するためのきめ細かな指導の充実 

・大学や企業等と連携した世界を見据えた学びの創造 

◆ＩＣＴを利活用できる力の育成 

 ・将来のデジタル人材育成に向けたＩＣＴ環境の整備 

 ・教育における生成ＡＩの活用 

・教員のデジタルスキル向上を目指した研修の実施 

◆学びと将来をつなぐ、地域と連携したキャリア教育の充実 

 ・地域企業での実践的な職場実習等を通じた人材の育成 

 ・地域産業人材の育成のための環境整備 

・外国人児童生徒向けキャリア教育の充実 

＜３ 「健やかな体」の育成＞ 

 ◆体力づくりの推進 

 ・幼児児童生徒の体力づくりの推進 

◆子どもの安全・安心を守る教育の充実 

・いのちを大切にする教育の推進 

・学校段階における切れ目のない食育の推進 

・児童生徒への安全教育の充実 

＜４ 「学びの多様なニーズに応える環境」の充実＞ 

 ◆将来を見据えた魅力ある学校づくりの推進 重点 

・生徒減少期を見据えた県立高校のあり方の検討 

・老朽校舎の改修と特別支援学校の設置基準に基づく環境整備 

・学びの多様なニーズに応える教育機会の確保 

・小規模校等における単位認定を伴う遠隔授業の実施 
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第２部 教育予算 

 

第１章 教育予算の大要 
 

令和７年度教育委員会関係予算 総額で1,770億5,399万1千円 
 
本県の令和７年度一般会計当初予算は9,019億7千万円で、前年度当初予算に比べ1.8％の増

となっている。 

教育委員会関係予算は、岐阜県教育の目指す基本的な考え方「目指す人間像～「ふるさと

教育」で育んだ自信と誇りを胸に、よりよい未来の実現に挑み続ける人～」を実現するため、

「第４次岐阜県教育振興基本計画」に掲げる、４つの大項目（柱）に沿った教育施策を計画

的かつ総合的に展開するための予算編成を行っており、総額は1,770億5,399万1千円で、前年

度当初予算に比べ0.7％の増となっている。 
 

令和７年度 県予算と教育費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 教育委員会予算の概要 
☆は主な新規・拡充事業 

１ 「豊かな人間性」の育成  
  
１ 多様な人とつながり、関わる力の向上と心の教育の充実  
 

○「清流の国ぎふ」ふるさと魅力体験事業費                  2,155万円 

・義務教育段階の児童生徒が、本県が誇る自然・歴史・文化芸術・産業等に関する施設や史

跡等で行う体験活動を通じて「ふるさと岐阜」の魅力を学ぶとともに、ふるさとの文化施

設における優れた文化芸術に触れる機会を創出 

○高等学校における演劇等ワークショップ事業費                2,822万円 

・生徒のコミュニケーション能力や自己表現力の向上を図り、自己肯定感・自己有用感を育

むため、県立高校において、プロの演出家や俳優等を講師として招へいし、演劇表現等の

ワークショップ（文化的処方）を実施 

その他
Others

20.8%

総　額
Total Expenditure

Thousand Yen
901,970,000千円

警察費
Police
5.4%

土木費
Public Works

8.0%

公債費
Bonds

12.7% 民生費
Welfare
14.5%

知事部局所管
Administration
1.9%

教育委員会所管
The Board of Education
19.6%
177,053,991千円

教育費
Educational Expenditure
21.5%
193,996,429千円

小学校費
Elementary

School
33.2%

人件費
Personnel
Expenses
83.6%

特別支援教育費
Special Needs
Education
10.1%

建設事業費
Educational
Facilites
4.7%

その他
Others
11.7%

保健体育費
Health and Physical
Education
0.5%

教育総務費
Educational
General Affairs
13.6%

中学校費
Junior High

School
19.7%

高等学校費
Senior High

School
22.9%

商工費
Commerce
and Industry

6.1%
総務費

General Affairs
6.4%

農林水産業費
Agriculture, 
   Forestry and
      Fisheries

4.6%



教
育
予
算
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○研修事業費（ふるさと教育） 

・「ふるさと教育」に関わる地域連携や人材育成を推進するため、小・中・高等学校、特別支  

援学校の新規採用教員に対し、県の施策や文化施設の魅力を学ぶ研修を実施 

 

５ 人格形成の基礎を培う幼児教育の充実  
 

○幼児教育総合推進事業費                           176万円 

・岐阜県幼児教育アクションプランの策定、検証を進めるとともに、研究団体による研究を 

支援することで、岐阜県内の幼児教育の水準の維持向上を図る 

 

６ 家庭や地域と学校とが連携した子どもたちの育成  
 

○高等学校ＰＴＡ連合会事業費補助金                      87万円 

・高等学校におけるＰＴＡ指導者の資質の向上と、会員の学習意欲を高め、家庭教育への理

解を図るため、高等学校ＰＴＡ連合会の事業費の一部を支援 

○県ＰＴＡ連合会事業費補助金                         121万円 

・小・中学校におけるＰＴＡ指導者の資質の向上と、会員の学習意欲を高め、家庭教育への

理解を図るため、岐阜県ＰＴＡ連合会の事業費の一部を支援 

  

２ 「未来を創る確かな学力と実践力」の育成  
 

１ 未来を創る基礎となり、社会で活きる学力の育成  
 

○教科学習新システム活用推進事業費                       79万円 

・「教科学習Ｗｅｂシステム」のシステムやコンテンツの充実、更なる利用促進を図り、教育

データを有効に活用することで、すべての児童が自らの学習状況を把握し、主体的に学習

を調整して学ぶ授業改善を推進 

○学習評価の充実推進事業費                          194万円 

・学習指導要領全面実施に伴い、「指導と評価の一体化」に基づく指導を推進する。また、学

習者用デジタル教科書を効果的に活用した指導や評価の方法を検証 

○学力向上総合推進事業費                           824万円 

・児童生徒に確かな学力を身に付けさせるため、興味・関心や優れた能力を伸ばすセミナー

や英語スピーチコンテスト等様々なコンテストを開催 

 

２ ＩＣＴを利活用できる力の育成  
 

○公立小中学校等情報機器整備事業費                     32億 974万円 

・国の基金を活用し、公立小中学校及び義務教育学校における 1人 1台端末（学習用情報機

器）の着実な更新を支援 

○生成ＡＩの利活用に関する実証研究事業                    49万円 

・生成ＡＩ等の新技術やＩＣＴを効果的に活用できるよう、学校に対する指導・支援を充実 

○教科学習新システム活用推進事業費（再掲）                   79万円 

・「教科学習Ｗｅｂシステム」のシステムやコンテンツの充実、更なる利用促進を図り、教育

データを有効に活用することで、すべての児童が自らの学習状況を把握し、主体的に学習

を調整して学ぶ授業改善を推進 
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☆教育用生成ＡＩを活用した授業支援事業費                  1,080万円 

・県立高校において、教育用生成ＡＩを小論文、英作文等の指導の授業支援ツールとして活 

用し、添削指導を効率化することで、生徒への指導機会を増やし、生徒の学びの充実を図 

る 

○デジタル人材育成推進事業費                        8,500万円 

・高等学校段階におけるデジタル人材の育成を推進するため、高度なＩＣＴ機器の整備等を 

行い、データサイエンスやデジタル技術を活用した探究学習の充実を図る 

○学力向上総合推進事業費（再掲）                       824万円 

・児童生徒に確かな学力を身に付けさせるため、興味・関心や優れた能力を伸ばすセミナー

や英語スピーチコンテスト等様々なコンテストを開催 

○ＩＣＴ教育基盤運営事業費                         5,192万円 

・文系、理系、実習など授業展開に応じた配信環境の構築、オンライン会議室及び１人１台

端末への学習支援ソフト導入により、県立学校におけるＩＣＴを活用した学習環境を整備 

○教育用パソコン整備費                           9,850万円 

・教科「情報」の指導内容に対応した授業を実施するため、全県立普通科高等学校（40校） 

のパソコン教室の教育用パソコン及び周辺機器を整備 

○学習用タブレット維持管理費                        6,474万円 

・令和２年度に整備した高等学校学習用タブレット型コンピュータにおいて、生徒が利用す

る上で故障や破損した際の修繕料 

○学習用タブレットヘルプデスク運営事業費                  1,200万円 

・教育ＤＸ化推進により整備した児童・生徒の学習用タブレット型コンピュータにおいて、

動作不良時や修理対応、設定・管理を行うためのヘルプデスクを設置 

○県立学校ＩＣＴ環境整備事業費                    10億 6,579万円 

・全県立学校の普通教室や理科室などの特別教室に、大型展示装置、無線ＬＡＮ、指導者用

タブレットなどのＩＣＴ環境やデジタル教材を整備 

○学校教育ネット安全・安心推進事業費（再掲）                  299万円 

・インターネットによるいじめや犯罪被害等から児童生徒を守るため、インターネット上の

児童生徒に関する問題のある書き込みや画像等について検索・監視を実施 

○研修事業費（ＤＸ対応教員研修） 

・教職員のＩＣＴ活用指導力向上のため、大学教授等の有識者や民間先端技術者を招聘し、

講義・実践形式の研修を実施 

 

３ 科学技術・情報技術やものづくりへの関心の醸成、起業家精神等の育成  
 

○学力向上総合推進事業費（再掲）                       824万円 

・児童生徒に確かな学力を身に付けさせるため、興味・関心や優れた能力を伸ばすセミナー

や英語スピーチコンテスト等様々なコンテストを開催 

○理科・数学教育設備充実費                         1,900万円 

・学習指導要領に対応した理科教育に関する備品の整備及び老朽化した備品の更新を推進し、

理科教育を充実 

 

４ 国際理解教育の充実とグローバル社会で活躍できる力の育成  
 

○学力向上総合推進事業費（再掲）                       824万円 

・児童生徒に確かな学力を身に付けさせるため、興味・関心や優れた能力を伸ばすセミナー

や英語スピーチコンテスト等様々なコンテストを開催 
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るため、自主的に行う研修活動を支援 

○研修事業費（服務規律遵守・倫理の保持） 

・新任管理職研修や新任主任研修、各種経年研修において、服務規律遵守や倫理の保持に向

けた研修を実施 

○教員確保推進事業費補助金                                                  1,132万円 

・県内高校を卒業した者で、令和５年度以降に実施する採用試験において、小中学校の教員

として採用され、本県で７年以上勤務予定の者に対して、大学時の奨学金の返還を採用後

７年にわたって支援（総額最大 144万円/人）する 

○初任者研修  

・各学校の新規採用教員に応じて、指導教員を配置 

    教職員 小学校４人 中学校２人 高等学校 38人 特別支援学校 11人  

○初任者研修非常勤講師  

・各学校の新規採用教員に応じて指導教員を配置するとともに、初任者が校内外研修等を受

講する際の後補充非常勤を設置 

非常勤講師 小学校 416人 中学校 152人 高等学校 56人 特別支援学校 54人  

○団塊シニア人材バンク 

・企業や行政等で長年活躍し退職した団塊の世代の方で、教員免許状を所有し、豊かな経験

を教育の場で生かす熱意のある方を登録するため人材バンクを設置 

○公立幼稚園新規採用教員研修指導員設置費                  1,044万円  

・新規採用公立幼稚園職員として、基礎的な知識の習得と専門職としての実践的指導力の育

成及び資質の向上を図るため、指導員を配置し、園内研修を充実 

 

７ 長時間勤務・多忙化解消など、教職員の働き方改革の推進  
 

○教員出退勤管理システム整備事業費                                           73万円 

・県立学校の教員の出退勤時間を記録管理するシステムの管理 

○県立学校業務アシスタント設置費                       9,970万円 

・会計事務やデータ入力等の効率化を図るため、業務アシスタントをすべての県立学校に配 

  置 

○スクール・サポート・スタッフ配置事業費補助金             3億 4,219万円 

・小中学校の教職員の補助として、学習プリントの印刷業務等を行うサポートスタッフの配

置を支援 

☆副校長・教頭マネジメント支援員配置事業費補助金              5,311万円 

・副校長・教頭が行うマネジメント等に係る業務を専門的にサポートする外部人材の配置に 

対して支援する 

○県立学校等弁護士相談事業費                                                  81万円 

・学校や教育委員会における様々な事案に迅速・適切に対応するため、事案に含まれる法律

上の論点やその整理等を弁護士に相談する体制を整備 

○県立高等学校校務支援システム運営費                                      1,476万円 

・県立高校における情報漏洩防止及び教員の業務負担軽減の観点から、センターサーバー型

の統一したシステムにより生徒の成績等個人情報を含む校務全般のデータを管理 

○公立高等学校入学者選抜ＷＥＢ出願システム運営費                        2,366万円 

・県内で統一的に運用できる公立高等学校入学者選抜ＷＥＢ出願システムを運営し、オンラ

インでの非接触型出願を実現することで、生徒や保護者の出願作業及び学校事務の効率

化・簡素化を図る 

○デジタル採点システム導入事業費                                            679万円 
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向上など、さらなる特別支援教育の推進を図った。 

(8)「第４次子どもかがやきプラン」の策定 

   「新子どもかがやきプラン」の成果と課題を踏まえ、令和６年３月に「第４次子どもか

がやきプラン」を策定した。「地域と共に創る 新たな学びのスタイル」を基本理念とし、

高等学校を対象とした巡回型通級による指導の全県展開、医療的ケアを必要とする児童生

徒への支援の充実、コア・スクールを活用した教員の専門性向上など、さらなる特別支援

教育の推進を図ることとしている。 

 

義務教育段階における特別支援学校及び特別支援学級の障がい別在学者数（R7.5.1現在） 

 

 

特別支援学校 特別支援学級 

小学部 

児童数 

中学部 

生徒数 

学級

数 

小 学 校 中 学 校 義務教育学校 児 童 

生徒数 学級数 児童数 学級数 生徒数 学級数 児童生徒数 

視覚障がい 5 1 5 0 0 0 0 0 0 0 

聴覚障がい 19 16 12 9 22 8 14 0 0 36 

肢体不自由 152(2) 102(2) 113 9 12 7 8 0 0 20 

知的障がい 749(1) 444(0) 267 407 2,068 205 991 13 59 3,118 

病 弱 51(9) 36(3) 42 4 3 4 3 0 0 6 

言語障がい    0 0 0 0 0 0 0 

自閉症・情緒障がい    453 2,432 212 1,054 8 35 3,521 

合 計 976(12) 599(5) 439 882 4,537 436 2,070 21 94 6,701 

（注）児童・生徒数中（ ）内の数は訪問教育児童・生徒数…内数 

  上記の他 国立義務教育学校前期課程知的障がい３学級16人 

       国立義務教育学校後期課程知的障がい３学級11人 

 

県立特別支援学校の概況  

区 分 
一般校舎保有面積 産振校舎保有面積 

合 計 
鉄筋造 鉄骨造その他 木造 計 鉄筋造 鉄骨造その他 木造 計 

面積㎡ 101,316 9,437 671 111,424 873 0 0 873 112,297 

比率％ 90.9 8.5 0.6 100 100 0 0 100  

 

学 校 数      21校（分校１校含む） 

区 分 
屋 内 

運動場 
プール 

校  地  面  積 

建物敷地 運動場 その他 計 

面積㎡ 16,630 
 ８校 

水面積 1,436 
193,021 128,145 31,317 352,483 

 

令和７年度県立特別支援学校施設の整備計画 

事  業  名 学 校 数 金     額 左のうち国庫補助 

特別支援学校設置基準対

策事業費 
２校 201,468千円 0円 



























































































学
校
教
育











































































































































－154－ 

第５部 健康教育と学校体育 

 

第１章 令和７年度健康教育の方針と重点 

 県民が生涯を通じて、心身ともに健康で明るく豊かな生活を送るために、健康教育を推進

するとともに、生涯にわたって継続して運動に親しむことが重要な課題である。 

 これを踏まえ、以下のような方針と重点を設定して、積極的に諸施策の推進に努める。 

－方  針－ 

○運動に親しみ、進んで健康で安全な生活を営む態度を育てる 

－重  点－ 

○自主的に健康管理する能力や態度の育成 

○運動に親しむ資質や能力の育成と体力の向上 

○健康に関する管理・教育の充実と健康被害・事件事故等の未然防止 

 

第１節 学校保健 

１ 現  況 

 健康を保持増進し、安全の確保を図ることは、あらゆる教育活動の基盤を培うものであり、

健康な心と体で充実した生活を送ることは人生の目的である。 

 本県においては、関係機関、団体との連携を密にしながら、学校保健についての諸施策を

積極的に推進してきた。この結果、山県市立富岡小学校及び岐阜県立大垣特別支援学校が優

秀賞を受賞した。また、全日本学校歯科保健優良校表彰では、岐阜市立徹明さくら小学校及

び岐阜県立中濃特別支援学校が優秀賞（全国１位）を、関市立金竜小学校と郡上市立三城小

学校が日本歯科医師会会長賞を受賞するなど、岐阜県の健康教育に関する取組が高く評価さ

れた。 

しかし、児童生徒の健康課題を見ると、薬物乱用、歯周炎、弱視、感染症やアレルギー疾

患の対応、生活習慣病の低年齢化、不登校やいじめなどの心の健康問題など新たな課題が生

じてきている。 

 このため、各学校においては、計画的な健康管理の徹底と日常生活に密着した保健管理・

教育の充実を図り、進んで健康で安全な生活を営む能力や態度の育成に努めなければならな

い。これらの推進に当たっては、全校体制による組織的活動の充実強化と、家庭や地域社会

と一層緊密な連携を図ることが必要である。 

２ 令和６年度の事業実績 

(1) 学校保健指導 

 ア 高等学校・特別支援学校保健講習会            参集・オンライン開催 

 イ 小・中学校保健講習会（各教育事務所ごとに開催）           参集開催 

ウ 環境衛生活動優良校・学校歯科保健優良校 90校（園） 

 エ 歯・口の健康づくり推進指定校（2023～2024） 輪之内町立仁木小学校 

 オ 学校保健総合支援事業              がん教育モデル授業19校実施 

 カ 薬物乱用防止教室講習会 羽島市立中央中学校 

 キ 食物アレルギー対策事業 専門医等の派遣 19回 
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(2) 児童生徒の健康管理 

 ア 尿検査（県立学校全員）         受診38,386人（うち要二次1,303人） 

 イ 心電図集団検診（県立高校１年＋県立特別支援学校〈小・中・高１年〉） 

                       受診13,129人（うち要精検699人） 

 ウ 胸部Ｘ線直接撮影（県立高校１年＋県立特別支援学校〈小・中・高１年〉） 

                       受診12,654人（うち要精検41人） 

(3) 各種団体との連携 

 ア 県医師会、県歯科医師会、県学校薬剤師会との連携 

 イ 県学校保健会との連携並びに指導助言 

 ウ 県教育研究会保健部会・養護教諭部会との連携並びに指導助言 

３ 令和７年度の施策 

 「生涯を通じて健康で安全に生き抜く力を身に付けた児童生徒の育成」を重点とし、次に

掲げる施策を積極的に推進する。 

 (1) 学校保健推進体制の充実強化 

  ア 外部講師の協力を得たがん教育の推進 

  イ 危機管理対応シミュレーション研修の実施 

(2) 指導者の資質の向上 

 ア 各種講習会の内容の充実と運営の改善 

 イ 学校保健に関する実践的研究の推進 

 ウ 医師、歯科医師、薬剤師、大学の教授、臨床心理士等の講師派遣 

(3) 保健教育指導・管理の充実強化 

 ア 保健に関する施策の促進 

 イ 健康診断と事後措置の徹底 

 ウ 疾病異常のある児童生徒の管理と指導の強化 

 エ 学校環境衛生検査の実施 

 オ 様々な健康課題に対する健康相談の実施 

 カ 学校・家庭・地域社会の連携強化 

４ 令和７年度の主な事業計画 

(1) 保健教育の充実  

 ア 学校保健活動の振興       ・学校保健に関する指導助言 

                   ・外部講師の協力を得たがん教育の推進 

                   ・生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり推進事業 

                  （高山市立国府小学校） 

                   ・学校歯科保健推進指定校（飛騨市） 

                   ・環境衛生活動、学校歯科保健優良校等表彰事業 

 イ 指導者の資質の向上       ・学校保健講習会等の開催 

                   ・薬物乱用防止教室講習会の開催 

                   ・健康教育指導者養成研修への受講者派遣 

 

(2) 保健管理の充実 

 ア 学校環境衛生活動の推進  ・学校環境衛生活動調査（Ｗｅｂ調査）の実施 

                ・優良校等の取組の普及啓発 
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 イ 児童生徒の健康診断         ・心電図集団検診の実施 

                   （県立高校１年、県立特別支援学校高等部１年生 

                      中学部１年生、小学部１・４年生） 

                    ・岐阜県方式による学校検尿の実施 

（県立学校全員） 

                    ・結核対策委員会の開催 

                    ・胸部Ｘ線直接撮影（高校１年生） 

(3) 組織活動の充実 

 ア 危機管理対応研修の充実    ・教育事務所を通じての指導助言 

 イ 関係団体等の連携強化     ・学校保健関係団体等の指導助言 

 ウ 健康教育支援事業       ・地域における連携体制の強化 

 エ 食物アレルギー対策事業    ・市町村が主催する研修会へ専門医を派遣 

(4) 国庫補助事業の指導 

 ア 要保護児童生徒援助費補助金 

 イ へき地児童生徒援助費等補助金 

 

第２節 学校給食 

１ 現  況 

 学校給食は、これまで「児童生徒の心身の健全な発達に資する」ことをねらいとして、学

校の教育活動の一環として実施されてきた。このため、本県においては、学校給食の普及は

もちろん、栄養のバランスのとれた魅力ある食事の提供と、給食の時間を通して望ましい食

習慣の形成や勤労奉仕の精神、連帯感、責任感等の育成が図られるよう努めてきた。この結

果、学校給食の実施率は小・中学校とも100パーセント普及し、食事内容は年々向上してき

ている。 

 しかし、近年、食生活の多様化が進み、偏った栄養摂取など児童生徒の食生活の乱れや肥

満・痩身傾向などが見られ、学校において食育を推進することが喫緊の課題となっている。

同時に、本来食に関する課題を中心となって担うべき家庭においても、保護者自身の食生活

の在り方が問題になっている。 

 このような中、平成17年に食育の推進を国民運動として総合的・計画的に推進するための

「食育基本法」が施行され、翌年には「食育推進基本計画」が決定された。また、平成21年

には学校給食法が改正され、学校における食育の推進が目的に位置付けられるとともに、学

校給食管理に加えて食に関する指導も本務とする栄養教諭が、学校給食を活用した食に関す

る指導を充実させることについても明記された。 

 これらを受け、本県においては、「岐阜県教育振興基本計画」の重要施策の一つに食育の

推進を掲げ、学校給食の果たす今日的役割を認識し、時代に即応した魅力ある学校給食が実

施するよう取り組み、「児童生徒が食に関する正しい知識と適切な判断力を養う」ことがで

きるよう、学校の教育活動全体を通して食に関する指導を行っているところである。特に、

学校給食は、食事についての正しい理解と健全な食生活を営むための判断力の育成や望まし

い食習慣、社交性や協同の精神、感謝の心や勤労を重んずる態度、食文化についての理解な

どの場として位置付く大切な教育活動である。したがって、学校の実態や児童生徒の発達段

階に応じて魅力ある給食の時間を設定するとともに、学校給食を生きた教材として活用した

食育の推進を図っていかなければならない。そのため、食育推進の中核を担う栄養教諭を平

成21年度以降、３人から80人に大幅に増員し、それ以降も配置を進めた。令和５年度は県立
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特別支援学校においても栄養教諭の任用替えを進め、17人の栄養教諭を配置した。また、各

学校の食に関する指導の全体計画や年間指導計画を作成したり、校内食育推進委員会を設置

したり、校内での指導体制の充実を図ってきた。さらに、家庭や地域との連携による食育推

進委員会等の組織体制の整備を進めているところである。 

 学校給食施設設備においては、その整備に努力してきたところであるが、施設の老朽化、

調理員の雇用等の状況を踏まえ、外部調理委託等へ切り替えていくなど、学校給食の安定的

な供給を図るために、提供形態に係る調整を進める。また、学校給食への県内産農産物の活

用については、安全安心な食事の提供や食に関する指導の充実を図るために、「学校給食地

産地消推進事業」により、県産米、小麦粉、米粉、大豆、きのこ類、県内産青果物（野菜、

果物等）、県内産畜産物（牛肉、豚肉）及び水産物を補助対象品目とし、県内産農畜水産物

の一層の需要拡大を図っている。 

２ 令和６年度の事業実績 

(1) 学校給食指導 

ア 研修会の実施 

・栄養教諭・学校栄養職員研修会           

・市町村教育委員会及び県立学校給食担当者会  

イ 学校及び研究団体の指導 

・計画及び要請による学校給食等に関する指導・助言 

ウ （公財）岐阜県学校給食会に対する定期的な運営会議による指導監督 

エ 国庫補助事業の指導 

・要保護・準要保護児童生徒援助費補助 

(2) 学校給食の衛生管理指導 

ア 市町村の学校給食施設設備に係る指導・助言及び国庫補助事業の適正な指導監督 

イ 学校給食の衛生管理等に関する調査研究（文部科学省支出委任） 

・市町村学校給食施設６箇所 

・県立学校６校 

・市町村立学校６校 

(3) 学校給食の栄養管理指導 

給食物資の適正な品質確保と管理の徹底 

・学校給食用パン抜取り検査 

(4) 学校給食の物資管理 

給食物資の適正な品質確保と管理の徹底 

・学校給食用パン抜取り検査 

(5) 食に関する指導 

ＧＩＦＵ食のマイスタープロジェクト事業 

・県内全ての小学６年生児童（17,171人）に「家庭の食育マイスター」委嘱状を交付

し学校と家庭をつなぐ食育を推進 

・小学生を対象とした「食のプロフェッショナル・味覚の授業」により、食の楽しさ

や大切さを学ぶ食育を推進 

・「中学生学校給食選手権」における食の実践力の育成（応募校36校） 

・「高校生食育リーダー」において食の専門家を希望する高校へ派遣し、ライフスタイ

ルに応じた食生活を切り拓く力の育成（派遣校12校15講座） 

(6) 学校給食等実態調査 

児童生徒の実態及び食に関する指導等の状況把握 
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３ 令和７年度の施策 

子どもたちが自ら望ましい食生活を実践できる態度を身に付けることができるよう、次の

３つの柱で栄養教諭を中核とした学校における食育を推進する。 

 

(1) 食に関する意識の向上 

 ＜具体的な取組例＞ 

  ・食に関する指導の全体計画に基づき、指導内容を関連付けた指導 

  ・デジタル化に対応した指導 

  ・ＧＩＦＵ食のマイスタープロジェクト事業の活用 

(2) 朝食欠食者の減少 

 ＜具体的な取組例＞ 

・効果的な朝食指導の方法の工夫 

・研修会等での実践交流 

(3) 地場産物の活用維持 

 ＜具体的な取組例＞ 

・「給食の時間」や「食育の日」における指導の充実 

・「食文化」を学ぶ食に関する指導の充実 

・地場産物を活用する献立の工夫 

４ 令和７年度の主な事業計画 

(1) 給食管理の充実・衛生管理の徹底 

 ア 県内産農畜水産物の利用促進 

 イ 学校給食用牛乳飲用の推進 

 ウ 学校給食の衛生管理等に関する調査研究（文部科学省支出委任）の推進 

(2) 食に関する指導の充実 

 ア 指導者の資質の向上 

  ・栄養教諭及び学校栄養職員に対する研修会の開催並びに指導助言 

 イ ＧＩＦＵ食のマイスタープロジェクト事業 

  ・家庭の食育マイスター 

  ・食のプロフェッショナル・味覚の授業 

  ・中学生学校給食選手権 

  ・高校生食育リーダー 

 ウ 栄養教諭を中核とした食育推進指定校事業 

  ・高山市立松倉中学校、中濃特別支援学校を指定 

(3) 学校給食等に関する調査の実施 

 ア 学校給食等実態調査の実施 

 イ 学校給食地場産物使用割合調査の実施 

 ウ 学校給食栄養報告の実施 

 エ 学校給食実施状況等調査の実施 

 

 

第３節 学校安全 

１ 現  況 

学校を取り巻く諸環境は、社会情勢に伴い大きく変化している。従来からの交通安全や防

犯に加え、災害安全が重要になってきている。特に、学校における防災管理及び防災教育の
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推進が求められている。 

学校安全の推進に当たっては、校内の組織体制の充実はもとより、家庭、地域、警察等と

密接な連携を図ることが必要である。 

また、「自分の安全は自分で守る」という観点から、すべての教育活動を通して、児童生

徒自身の「危険予測能力」「危険回避能力」「危険対処能力」等の育成に努めなければならない。 

２ 令和６年度の事業実績 

(1) 学校安全 

 ア 安全に関する資料や交通事故等に関する資料等の配布 

 イ 学校安全指導者養成研修（中央研修会） 

 ウ 学校安全講習会 

  ・令和６年５月14日（火）～令和６年６月11日（火）オンライン及び参集で実施 

 エ 学校安全指導者（防災・交通安全）派遣事業 

  ・指導者の派遣実績    延べ140校 

 オ 高校生防災アクション  

 カ 学校教育ネット安心・安全推進事業 

  ・ネットパトロールの実施 

 キ 危機管理マニュアルの点検、見直し 

  ・不審者侵入防止、Ｊアラート対応等を重点とした危機管理マニュアルの点検 

３ 令和７年度の施策 

(1) 学校安全 

   危機管理マニュアルの見直し（学校や地域、児童生徒の実態に応じたものに改善）、

安全な学校生活を送ることができる環境づくりに心がけると同時に、安全管理・教育に

関する意識の高掦を図る。 

 ア 防災管理・教育の推進（指導者派遣事業） 

 イ 危機管理体制の見直し（危機管理マニュアルの見直し、改善） 

 ウ 交通事故防止の徹底、交通安全教育の推進、通学路安全推進体制の構築 

 エ 効果的な安全点検の実施 

 オ 高校生防災アクションの実施 

 カ 情報モラル教育の推進 

 

４ 令和７年度の主な事業計画 

(1) 学校安全 

 ア 安全に関する資料や交通事故等に関する資料などの配布 

 イ 学校安全指導者養成研修 

 ウ 学校安全講習会（交通安全・生活安全・災害安全） 

 エ 学校安全指導者（防災・交通安全）派遣事業 

 オ 学校防災力向上講座等の研修事業 

 カ 学校安全総合支援事業 

 キ 学校教育ネット安心・安全推進事業 

 ク 学校防災強靭化推進事業 
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第４節 部活動 

１ 現  況 

教育活動の一環として行う運動部活動は、スポーツの楽しさに加えて、体力の向上や人間

的な成長、友達づくりが充実するなど多くの効果をあげると同時に、学生生活の充実の一助

となっている。 

一方、運動部活動は多くの課題を抱える状況にある。顧問の業務負担や実技指導の問題、

行きすぎた指導、部員数の減少などがあげられる。このような状況下において、運動部活動

の意義を改めて踏まえるとともに、休日の部活動を新たな地域クラブ活動へ移行していくた

めに、令和７年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業（運動部活動の地域移行等に向けた

実証事業）を実施し、持続可能な運営の在り方を検討し、実践していく必要がある。 

２ 令和６年度の事業実績 

(1) 運動部活動 

 ア 運動部指導者派遣・研修事業 

   対象学校・派遣人数・回数 高等学校、特別支援学校・89人・年間24回（１人につ

き24回）、研修会（６月 オンデマンド研修にて開催） 

イ  地域クラブ指導者育成研修会 県認定証取得者合計 1,467人（令和６年度末時点） 

３ 令和７年度の施策 

(1) 運動部活動 

  望ましい運動部活動の具現化のために、次の点について配慮する。 

 ア 体育・保健体育及び体育的行事、運動部活動等の関連を図り、基礎的な体力を培う。 

 イ 活動目標を明確にし、能力や意欲に応じた指導に努める。 

 ウ 保護者及び、地域の社会人指導者との連携を図り、活動内容の充実を図る。 

 エ 運動部活動の適正化を図るため、休養日や活動時間を設定し、生徒の健康に留意し 

た活動とする。 

 オ 顧問の負担軽減と生徒に対する技術指導の向上を図る。 

 カ 岐阜県中学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイド 

ラインに則った運用を推進する。 

 キ 休日の部活動を新たな地域クラブ活動への移行を推進する。 

４ 令和７年度の主な事業計画 

(1) 運動部活動 

ア 運動部活動指導技術向上講習会（トレーニング法・バレーボール・陸上競技【女子

指導法】） 

イ 運動部指導者派遣・研修事業（高等学校89人・年間24回（１人につき24回）） 

ウ 部活動ガイドラインに沿った研修会（６月19日 対象：管理職、部活動担当教員、 

部顧問） 

 エ 地域クラブ指導者育成研修会 

  オ 地域スポーツクラブ活動体制整備事業（運動部活動の地域移行等に向けた実証事業） 
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第５節 学校体育 

１ 現  況 

児童生徒に運動習慣を身に付けさせるため、学校ごとに特色ある活動に体力つくりを位

置付け推進している学校が増えている。 

身に付けさせたい資質や能力を明らかにし、指導目標や評価規準を明確にした授業実践

や研究会が多くなっている。 

一人一人が運動の楽しさや喜びを味わうとともに、運動技能や学び方を身に付けること

ができる指導を充実する必要がある。 

２ 令和６年度の事業実績 

(1) 指導者講習会の実施 

ア 小学校体力向上マネジメント指導者講習会 

岐阜地区           （７月23日・30日  参加者  102名） 

西濃地区           （７月30日     参加者   69名） 

美濃地区                      （８月１日         参加者   39名） 

可茂地区           （８月１日     参加者  39名） 

東濃地区           （７月31日     参加者  58名） 

飛騨地区           （８月２日     参加者  35名） 

イ 中学校体力向上マネジメント指導者講習会 

美濃・可茂地区        （８月２日       参加者   41名） 

東濃地区           （８月１日     参加者   39名） 

 (2) 児童生徒の体力向上 

 ア 体力優良校表彰  

        表彰校数（小学校 ６校、中学校 ６校、高等学校 ５校、特別支援学校 １校） 

 イ チャレンジスポーツinぎふ 

   参加チーム数（累計2,160チーム） 

   参加校数（小学校 280校、中学校 24校） 

 ウ 児童生徒の体力・運動能力、運動習慣等調査 

抽出校による新体力テストの実施により、小学校・中学校・高等学校の実態を調査 

するとともに、その結果についてまとめ、各学校における体力つくりの資料として活 

用できるように工夫した。 

エ ぎふっこダンスフェスティバル 

10校60チームが参加 

 

３ 令和７年度の施策 

(1) 自ら運動に親しむ資質や能力を育て、体力の向上を図る。 

  ア 児童生徒が運動技能を身に付け、仲間と一緒に運動する楽しさや喜びを味わうこと

ができるようにする。 

  イ 新体力テストなどで把握した実態を基に、発達の段階に即した適切な運動の機会を

計画的・継続的に位置付け、体力の向上を図るようにする。 

  ウ 体育、保健体育科の指導については、学習指導要領を理解させるとともに、運動の

特性及び児童生徒の実態を踏まえ、指導のねらいと評価規準を明確にした指導計画

を作成する。また、一人一人の学習状況を的確にとらえ、指導と評価の一体化を図

った展開を工夫し、個やグループに応じたきめ細かな指導を充実させる。 
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 (2) 体育、保健体育の時間はもとより、日常生活における運動実践の場を充実させる。 

  ア 小学校では、多様な運動経験を大切にし、体育の時間や体育的行事等との関連を図

った日常的な運動実践の場を充実させる。 

  イ 中学校、高等学校では、運動部活動へ意欲的に参加させ、学校教育活動に充実感が

もてるよう、運営方法や指導方法について工夫する。 

  ウ 生涯スポーツの基盤づくりと体力の向上を目指し、学校・家庭・地域社会における

体育的実践を通して、自ら進んで運動を実践する習慣を身に付けることができるよ

うにする。 

(3) 児童生徒の安全を確保するとともに、十分な運動量が確保できるよう、環境整備に努

める。 

４ 令和７年度の主な事業計画 

(1) 各種講習会の実施 

 ア 小学校体力向上マネジメント指導者講習会（岐阜市  ７/23「体つくり運動」） 

                      （岐阜地区 ７/30「体つくり運動」） 

                      （西濃地区 ７/30「表現運動」） 

                      （美濃・可茂地区  ７/31「陸上運動」） 

                      （東濃地区 ７/31「器械運動」） 

                      （飛騨地区 ８/１「陸上運動」） 

イ 中学校体力向上マネジメント指導者講習会（西濃地区 ７/31「体つくり運動・保健分野」） 

                      （岐阜地区 ８/１「球技・保健分野」） 

 ウ 高等学校体育実技指導者講習会「ダンス」及び体力向上マネジメント講習会（11/26）  

 

 (2) 児童・生徒の体力向上 

 ア 体力優良校表彰…体力つくりの優れた取組をし、成果を収めている学校を表彰 

 イ チャレンジスポーツinぎふの各種目の上位チームを表彰 

 ウ ぎふっこダンスフェスティバルにて創作ダンスの作品募集をし、応募チームを表彰 

 

(3)体力・運動能力、運動習慣等調査（４～６月）  

 ア 小 学 校…全学年 小 学 校（抽出校） 61校 

 イ 中 学 校…全学年 中 学 校（抽出校） 31校 

 ウ 高等学校…全学年 高等学校（全日制） 63校 

 高等学校（定時制） 11校 
 
 

 

◆令和６年度全国高等学校総合体育大会入賞（１～８位）成績 

    （令和６年７月21日～８月20日：福岡県、大分県、佐賀県、長崎県、北海道 

                                福島県、和歌山県） 

成績 競技種目名 団体種目 所属 競技種目名 個人種目・氏名（学年） 所属 

優勝 フェンシング 

自転車競技 

アーチェリー 

ローイング 

女子学校対抗 

男子4kmﾁｰﾑ･ﾊﾟｰｼｭｰﾄ 

女子団体 

女子舵手付きｸｫﾄﾞﾙﾌﾟﾙ 

岐阜総合 

岐南工 

聖マリア 

加茂 

体操 

レスリング 

男子跳馬 

女子50kg級 

横山 大輝（2） 

小川 凜佳（3） 

済美 

中京 

２位 ソフトボール 

ホッケー 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

女子 

女子 

男子 

多治見西 

岐阜各務野 

美濃加茂 

フェンシング 

フェンシング 

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 

女子フルーレ 

女子サーブル 

男子73kg級ｽﾅｯﾁ 

加藤 璃紗（2） 

奥村 春香（3） 

深萱 煌志（3） 

岐阜総合 

大垣南 

土岐商 
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成績 競技種目名 団体種目 所属 競技種目名 個人種目・氏名（学年） 所属 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

ローイング 

女子 

男子舵手付きｸｫﾄﾞﾙﾌﾟﾙ 

岐阜女子 

加茂 

自転車競技 

新体操 

新体操 

新体操 

女子個人ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ 

男子個人総合 

男子リング 

男子ロープ 

日吉 彩華（1） 

長瀬 羚（3） 

長瀬 羚（3） 

長瀬 羚（3） 

岐阜第一 

済美 

済美 

済美 

３位    自転車競技 

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 

フェンシング 

フェンシング 

レスリング 

レスリング 

レスリング 

ボクシング 

男子スプリント 

男子73kg級ﾄｰﾀﾙ 

女子フルーレ 

女子エペ 

男子71kg級 

女子53kg級 

女子68kg級 

男子ミドル級 

清水 快晟（2） 

深萱 煌志（3） 

村瀬あかり（2） 

柳生 紗来（3） 

堤 大智（2） 

小川 璃苑（1） 

坂井 愛（3） 

鈴木 楓（1） 

岐阜第一 

土岐商 

岐阜総合 

大垣養老 

高山西 

中京 

岐阜工 

中京 

４位 陸上競技 女子4×400ｍﾘﾚｰ 済美 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 

カヌー 

男子73kg級ｸﾘｰﾝ&ｼﾞｬｰｸ 

女子59kg級ﾄｰﾀﾙ 

男子ｶﾇｰｽﾌﾟﾘﾝﾄ･ｶ

ﾔｯｸｼﾝｸﾞﾙ(500m) 

深萱 煌志（3） 

𠮷川 由埜（3） 

野田 陸斗（3） 

土岐商 

中津 

八百津 

５位 自転車競技 

弓道 

水泳 

フェンシング 

ホッケー 

男子ﾁｰﾑ･ｽﾌﾟﾘﾝﾄ 

男子団体 

水球 

男子学校対抗 

男子 

岐阜第一 

中京 

大垣東 

大垣南 

岐阜総合 

陸上競技 

自転車競技 

 

フェンシング 

空手道 

空手道 

レスリング 

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 

カヌー 

 

ボクシング 

ボクシング 

ボクシング 

女子800m 

男子3kmｲﾝﾃﾞｨｳﾞｨ

ﾃﾞｭｱﾙ･ﾊﾟｰｼｭｰﾄ 

男子フルーレ 

男子個人組手 

女子個人形 

男子125kg級 

男子61kg級ｽﾅｯﾁ 

女子59kg級ｽﾅｯﾁ 

女子59kg級ｸﾘｰﾝ&ｼﾞｬｰｸ 

男子ｶﾇｰｽﾌﾟﾘﾝﾄ･ｶ

ﾔｯｸｼﾝｸﾞﾙ(200m) 

男子ピン級 

男子バンタム級 

女子ﾗｲﾄﾌﾗｲ級 

篠田 心晴（2） 

佐藤 綾祐（3） 

 

石橋 遼大（3） 

内匠勇一朗（2） 

前田 栞里（3） 

小嶋 隼（3） 

渡邊 知翔（3） 

𠮷川 由埜（3） 

𠮷川 由埜（3） 

野田 陸斗（3） 

 

日比 琉聖（2） 

大屋 瑛慈（3） 

小川 麗（3） 

美濃加茂 

岐南工 

 

大垣南 

済美 

済美 

岐南工 

中津 

中津 

中津 

八百津 

 

岐阜工 

岐阜工 

岐阜工 

６位 

 

 

   自転車競技 

フェンシング 

体操 

男子スクラッチ 

男子エペ 

男子ゆか 

坂井 央雅（3） 

加藤 生純（2） 

髙島銀太郎（2） 

岐阜第一 

羽島北 

済美 

７位    ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 

男子55kg級ｽﾅｯﾁ 

男子55kg級ﾄｰﾀﾙ 

纐纈七之輔（3） 

纐纈七之輔（3） 

土岐商 

土岐商 

８位    ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 

体操 

男子55kg級ｸﾘｰﾝ&ｼﾞｬｰｸ 

男子61kg級ﾄｰﾀﾙ 

男子ゆか 

纐纈七之輔（3） 

渡邊 知翔（3） 

横山 大輝（2） 

土岐商 

中津 

済美 

 

◆全国高等学校総合体育大会年度別入賞数（平成21年度～令和６年度） 

年度 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

順位 
団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

優勝 0 4 5 5 3 8 2 7 4 0 2 5 2 3 1 5 3 1 1 2 3 2 - - 2 7 3 6 1 4 4 2 

ベスト4 6 8 3 15 9 10 11 17 8 18 7 11 10 14 9 11 6 8 6 9 5 8 - - 2 21 3 11 6 9 6 18 

ベスト8 7 21 5 9 8 21 10 23 6 21 9 19 7 15 4 6 6 16 9 12 6 17 - - 6 22 5 13 10 23 5 21 

合計 46 42 59 70 57 53 51 36 40 39 41 - 60 41 53 56 
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◆種目別全国大会入賞(1～8位)成績 

○令和６年度 第62回全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会 

 ２０２４年度全日本高校生ピストル射撃競技選手権大会 

（７月28日～31日 広島県 つつがライフル射撃場） 

競 技 順位 種  目  名 氏 名 学 校 学年 

団体の部 

優勝 エアライフル   男子団体  済 美  

優勝 エアライフル   女子団体  済 美  

２位 ビームライフル  男子団体  済 美  

個人の部 

優勝 10mエアライフル 女子立射40発競技 石田 紬葵 済 美 ２ 

２位 10mエアライフル 男子立射40発競技 高岡 優介 済 美 ３ 

２位 ビームライフル  男子立射40発競技 富松 利信 済 美 １ 

２位 ビームピストル  女子40発競技 柚木 泉 済 美 ３ 

３位 エアピストル   男子40発競技 長屋 佳芽 済 美 ２ 

７位 10mエアライフル 男子立射40発競技 塚原 悠斗 関有知 ３ 

７位 10mエアライフル 女子立射40発競技 掛野 愛未 関有知 ３ 

８位 ビームピストル   男子40発競技 木下 漣 郡上北 ２ 

 

○令和６年度 第40回全国高校生グレコローマンレスリング選手権大会 

               （８月16日～20日 滋賀県 ウカルちゃんアリーナ） 

競 技 順位 種  目  名 氏 名 学 校 学年 

レスリング ２位 男子71kg級 堤 大智 高山西 ２ 

レスリング ３位 男子65kg級 飯山 福斗 高山西 ２ 

レスリング ５位 男子92kg級 遠藤 慶伍 岐阜工 ３ 

 

○令和６年度 第69回全国高等学校軟式野球選手権大会 

      （８月25日～30日 兵庫県 明石トーカロ球場、ウインク球場） 

競 技 順 位 学 校 

軟式野球 優 勝 中 京 

 

◆令和６年度 全国高等学校定時制通信制体育大会入賞（１～８位）成績 

          （７月23日～８月16日 東京都他） 

成績 競技種目名 団体種目・区分 所 属 競技種目名 個人種目・氏名（学年） 所 属 

３位 ソフトテニス 女子団体 
クラーク国際岐阜・

華陽F定・東濃F・華陽F通 
ソフトテニス 女子個人ダブルス 

吉田 涼華(3) 

荒谷 彩遥(3) 
クラーク国際岐阜 

４位    陸上競技 女子100mH 所 絢音(2) 東濃F 

５位 

陸上競技 男子4×400mR 啓晴・華陽F定・阿木・大垣工定 陸上競技 男子400H 武藤 晴也(2) 華陽F定 

バレーボール 女子団体 城南 ソフトテニス 男子個人ダブルス 
稲垣 魁人(3) 

杉村 朔弥(1) 
東濃F 

７位    陸上競技 女子100mH 秋山 美雪(1) 東濃F 

８位    陸上競技 男子5000m 安藤 潤(2) 大垣工定 
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◆令和６年度 全国中学校体育大会 入賞成績 

【団体種目】 

№ 成 績 出場種目 学校名 備考 

１ ベスト８ 卓球  岐阜市立長森中学校  

２ ベスト８ サッカー 帝京大学可児中学校  

３ ベスト８ ソフトテニス ＧｉｆｕＴｅｄ  

 

【個人種目】 

№ 成 績 出場種目 氏名 学年 学校名 備考 

１ 準優勝 柔道 男子55㎏級 後藤 慶樹 １ 岐阜北柔道クラブ  

２ 準優勝 柔道 女子48Kg級 藤村 玲藍 ３ 岐阜北柔道クラブ  

３ ３位 陸上 男子400m 永井 裕 ３ ＫＪＡＣ  

４ ベスト８ 柔道 女子 52Kg 級 中村 星愛 ３ 岐阜北柔道クラブ  

５ ７位、７位 水泳 平泳ぎ 100m、200m 箕浦 綾真 ３ 岐阜西ＳＣ  

６ ６位、８位 水泳 自由形 400m、800m 玉置 侑衣 ３ 岐阜東中学校  

７ ７位 水泳 平泳ぎ 100m 西戸 仁胡 ３ コマスイミングスクール土岐  

８ ベスト８ ソフトテニス 
加藤 伊武貴 

宮崎 悠斗 

３ 

３ 
多治見市立多治見中学校  

９ ベスト８ ソフトテニス 
大野 柚芽 

高橋 優芽 

３ 

３ 
ＧｉｆｕＴｅｄ  

 

◆全国中学校体育大会年度別入賞数（平成 26～令和 6年度） 

順位 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4 R5 R6 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

１位  4  3  1  1             

２位  3 1 1  2    1          2 

３位  3  1  1  2 1 1   1 1  2    1 

入賞 4 6 2 5 1 2  1 3 5  4 1 1 1 5  3 3 8 

計 20 13 7 4 11 4 4 8 3 14 

平均 11 6.8 

 

【夏季大会における過去５年間の出場チーム数及び出場選手数の推移】 

 R1 R3 R4 R5 R6 ５年間の平均 

出場チーム数（団体） 13 13 15 17 23 16.2 

出場選手人数（団体・個人） 161 160 157 167 235 176 

 

＊全国大会出場条件  ・標準記録（陸上、水泳） 

           ・県大会優勝（柔道、剣道、相撲） 

          ・東海予選突破（上記以外の種目） 

          ・東海予選突破（上記以外の種目） 
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